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２０１８年度活動報告 

（２０１８年４月～２０１９年３月） 

 

（1）危険物等事故防止対策情報連絡会  

消防庁主催の 2018 年度第一回危険物等事故防止対策情報連絡会に危険物物流団

体連絡協議会の事務局として参加   

 

18 年 9 月 20 日 

第１回：2018 年度危険物事故防止に関する 状況の中間報告。（企業の安全確保に

向けた体制作り、非常時対策、保安教育充実による人材育成等） 

 

19 年 3 月 14 日 

第２回：2018 年度危険物事故防止対策の実施状況および 19 年度危険物事故防止

対策実施案報告  （風水害時の危険物施設の被害状況、対策）    

 

（2）危険物ＵＮ対応部会 

国連の危険物の輸送並びに化学品の分類および表示に関する世界調和システムに

関する専門家委員会の下部に位置する危険物輸送に特化した小委員会として国連

危険物輸送専門家委員会があります。 

この委員会で検討された各国並びに各種団体から提出された提案は、IMDG コー

ドの改正等に反映されます。日本では日本海事検定協会殿の安全技術室が事務局

となり国連の危険物輸送専門委員会に参加して提案を行っています。 

危険物 UN 対応部会は、危険物等海上運送国際基準検討委員会が開催する部会で

危コン協の事務局が参加し、情報収集に努めています 

 

18 年 6 月 11 日  

第１回：第 53 回国連危険物輸送専門家小委員会の対応について協議  

リチウムイオン電池分類システムや IBC の最大許容積載荷重 

 

18 年 9 月 3 日 

第２回：第 53 回国連危険物輸送専門家小委員会の報告   

危険性をもとにしたリチウムイオン電池の分類についてはさら詳細な試験方法が 

必要ということで見送り 
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18 年 11 月 12 日 

第 3 回：第 54 回国連危険物輸送専門家小委員会の対応について協議 

    高圧ガスのラベル変更等の提案等                   

 

19 年 1 月 21 日  

第４回：第 54 回国連危険物輸送専門家小委員会の報告    

    1500L 以下の金属製 IBC 容器の最小板厚要件を廃止すること等議論された。 

高圧ガスラベル変更については必要なしということで却下 

 

（3）危険物運送要件部会   

SOLAS 条約の規定に基づき 2004 年 1 月 1 日以降国際海上危険物規程(IMDG コ

ード)が義務化され、わが国危険物運送基準に直接影響を及ぼすことになったこと

を踏まえ、わが国業界等の意見を的確に反映させること目的とした部会です。昨

18 年は 8 月 24 日に開かれ、事務局が参加 

 

（4）厚生労働省 労働基準局 安全衛生部  

18 年 6 月 13 日 タンクコンテナ、ローリー等での高所作業時の安全作業につい

て、当協会から要望していた安全設備を荷主施設に取り付けることの通達が厚生

労働省から出されたことを受けて、今後の取り組み、普及活動について協議 

 

（5）消防庁 危険物安全推進講演会  

18 年 6 月 5 日 東京、6 月 7 日 大阪 消防庁の依頼を受け危険物物流団体連絡

協議会として危険物事故事例と対策について講演を実施 

 

  神戸市危険物安全協会    

    19 年 2 月 19 日 神戸市危険物安全協会の依頼を受け、危険物物流団体連絡協議

会として危険物施設における事故と課題について講演を実施 

 

（6）研修会、見学   

   18 年 4 月 13 日 横浜港港湾施設及び湾内乗船見学会実施  

        (参加 25 名) 

    

18 年 5 月 16 日（株）日陸 大会議室 

        国際海上危険物規程(IMDG Code)講習会 講師 本庄顧問 

     (参加 15 社 45 名) 
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18 年 7 月 13 日（株）日陸 大会議室   

   労働災害の防止（コンテナ、ローリーからの転落） 

   講師 厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 𠮷岡健一様  

 (参加 8 社 36 名) 

 

    19 年 2 月 6 日 株）日陸 大会議室  

     危険物船舶運送及び貯蔵規則解説    講師 本庄顧問 

 (参加 14 社 27 名) 

 

（7）危険物施設の視察、研修  

     18 年 11 月 21 日 

    国土交通省による危険物施設 3 か所   

    物流産業政策参事官他 12 名参加  

 

    18 年 11 月 29 日 

    消防庁危険物保安室による危険物施設 1 か所 （日陸 横浜物流センター） 

    消防庁危険物保安室より 4 名参加  

 

（8）日本危険物物流団体連絡協議会幹事、事務局会議 

18 年 11 月 8 日 国交省及び消防庁施設見学会について 

18 年 12 月 4 日 賀詞交歓会打合わせ 

19 年 2 月 15 日  賀詞交歓会会計報告と次回開催案 

 

（9）理事会 

18 年 6 月 12 日 第 32 回理事会開催 

17 年度の活動状況報告と 18 年度活動計画案審議 

18 年 7 月 11 日 第 33 回理事会開催 

西日本で発生した豪雨災害について支援活動を行うことを決議 

 

（10）総会 

18 年 6 月 19 日 第 21 回：17 年度（17/4～18/3）の活動報告、会計報告、役員 

改選、会則変更、18 年度（18/4～19/3）の活動計画案について承認 

 

（11）賀詞交歓会（危物協） 

18 年 1 月 24 日 交詢社において賀詞交歓会を開催 

    （参加者：231 名、内危コン協 49 名） 
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（12）親睦会 

18 年 12 月 7 日 第 12 回ゴルフ懇親会 

ニュー南総ゴルフ倶楽部にて開催(参加：14 名) 

 

（13）災害支援活動  

2019 年７月に発生した西日本豪雨災害に際し、被災地の一つである愛媛県宇和

島市に対しポリの IBC 52 基を無償提供。浄水場復旧までの約 3 週間、1200 世

帯の方々の生活用水を支えました。     

以上                                                                                                                                                              

 


